
事業所名 事業所番号

住所 管理者

電話番号 対象年度

<目的>

<成果>

担当者名

になると思いますとの言葉を頂いた。但し、付け加えて言われたのは採算ベースに乗せるには

さらに作業スピードを付けてほしいとの言葉も頂きました。しかし慣れてくれば必然的にスピードも

追いついていくでしょうとも述べられました。

連携先企業名 茨城ic青果株式会社 飯泉徹

午後になると徐々に作業が慣れて来ているので、1週間もやれば作業自体はある程度出来るように

作業を進めている。（責任感が見受けられる）

最初作業始めた頃は見ているだけだったが

午後になると自ら何をしたら良いか聞きに

いく姿が見られるようになった。

連携先の企業等の意見または評価

女性利用者よりも男性利用者の方が率先して

ことを学ぶ。

一般の方と一緒に働くことで就労への

意識向上を図る。

会社には会社のルールや作業手順がある

・実施日程：2024年3月6日(水)9:45～14:30

・実施概要：青果物の処理と袋詰め

・参加利用者：3名

・活動場所：茨城ic青果株式会社

2024　年 　　4月　　 　1日　

就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告

あか楽小山事業所 0910800887

栃木県小山市西城南1丁目4-10 梅山　俊也

0285-39-8842 令和5年度

地域連携活動の概要

＜活動内容> ＜活動の様子>

様式1


